

































































































































































































































































































































































































































































































































































































　A. R J R社：「スローン・ケタリング・レポート」発表の３年後の1957






























































ルで買収した。またその製品は, R J R社の新しい船舶事業のエネルギー































いた。 ○・Ｐ・マッコマス(O. Packer McComas. 1955－57年社長）時代の
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































Liggett& Meyers (The LiggettGroup)社
－127－
を処分した。多角化の場合と同様，シガレット事業での成果が各社の海外
戦略をも左右したと結論づけることができるであろう66)。
―128－
－129－
－130 －
－131－
